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活動エリア

2022年10月、つくば市内の長屋門を持つ古民家の清掃イベント。そろいのロゴ入りつなぎで活動を盛り上げる

つくば市および周辺地
域に現存する長屋門の
調査結果。200棟以上
が残り、地域の景観を
形成している

台坪コース（案）のゴールにある長屋門

「長屋門みち」吉瀬コース
（案）。つくばエクスプレス
のつくば駅から市街地まで、
およそ7.5kmの道のり

NPO法人 つくば建築研究会
茨城県つくば市

地域資産「長屋門」の維持継承で地域の景観づくりと振興に寄与する活動

住まい活動助成

団体設立経緯
　つくば市は建築博物館と言われ
るほど、有名建築家による現代建
築が多く、それがまちの魅力の1つ
となっています。2005年につくば
エクスプレスの開業によって新しい
住人が増えたことを機に、その魅
力を調査・収集し、本の出版やシ
ンポジウムの開催などの事業を通
して発信するために、建築関係者
を中心とした団体を立ち上げまし
た。つくばの景観の向上と発展を
目的としています。

活動概要と活動対象範囲
　設立初期の大きな成果は、「つく
ば建築フォトファイル」という建築
ガイドブックの編集・出版です。そ
れを参考図書として、計画都市の

中心市街地にある建築物を案内し
たり、シンポジウムを開催したりし
て、まちの魅力を発信していきまし
た。現在では対象を周辺市街地に
広げ、現存する「長屋門」の調査と、
維持・継承に関わる活動を展開し
ています。

活動に至った理由や背景
　毎年開催してきたシンポジウムを
きっかけとして、ある時から中心市
街地の現代建築のみならず、周辺
市街地にも異なる建築の魅力が潜
んでいることに気が付くようになり
ました。
　そこで古民家調査を実施したと
ころ、近世諸大名の城郭や陣屋、
武家屋敷門にルーツを持つ長屋
門が、市内に200棟以上現存する
ことが判明しました。さらに筑波
大学の建築・地域計画研究室と
共同で、長屋門所有者（以下、も
ん主という）へのインタビュー調査
を実施。利活用の実態や、維持・
継承していく際の課題を明らかに
しました。この調査を通して維持・
継承に積極的な考えを持つもん主
とつながりができ、所有する長屋
門の保全・改修活動へとつながっ
ていきました。

活動内容と成果
ⅰ.「長屋門みち」ルートマップの作
成事業
◇成果
　周辺市街地に点在する長屋門を

訪ねて巡る「長屋門みち」ルート
マップ（案）を作成しました。史跡
や絶景ポイント、有名店などを盛
り込んだ3つのコースを開発。つく
ば市民にも知られていない歴史や
文化といった地域資産を再発見し、
地域への愛着を深める効果を見込
みます。
◇活動内容
ⅰ-ⅰ.【2022年7月17日】吉瀬コー
ス取材
　故・磯崎新氏が設計した「つく
ばセンタービル」や、坂倉建築研
究所による「つくば国際会議場」な
ど、つくばセンター周辺の現代建
築を視察した後、南東方向に進路
を取りました。竹園ショッピングセ
ンター内の高級食パン店や、何度
もテレビの取材を受けた焼き芋販
売店などを経由して、研究学園の
地区外へ。
　昼食後に鹿島神社、愛宕神社を
通り、上の室地区にある長屋門を
3棟視察。その後、吉瀬地区のキャ

ンプ場「フォンテーヌの森」を経て、
2棟の長屋門を視察。最後は長屋
門を活用した古民家カフェ「家貨
屋kakaya」でコーヒーをいただきな
がら、コースを振り返りました。
ⅰ-ⅱ.【10月9日】台坪コース取材
　吉瀬コースと同様、スタートは
つくばセンターとしました。歩車分
離のペデストリアンデッキを北に向
かって進み、陸橋の上からつくば
中心市街地にあるトンネルと、トン
ネル内のバス停を見下ろします。
　中央公園ではNHK朝ドラ「エー
ル」でミュージカル仕立てのイン
サート撮影に使われた歩行者専用
道路を通り、国家公務員宿舎、周
辺地区の地名の由来となった吾妻
神社跡を眺めながら、研究学園地
区外へ。妻木地区の6棟の長屋門
と妻木神社を巡り、奈良時代の条
里制の痕跡をとどめる町割りを体
感しながら東岡地区へ。この地区
に唯一残る長屋門では、所有者の
方から戦国時代まで遡った家の歴
史をうかがうことができました。
　昼食後は、金

こん

田
だ

地区の家並み
と、上境地区の長屋門4棟を巡り
ました。土地区画整理事業で整
備され、18年にまちびらきしたば
かりの新興住宅地、春風台と流星
台を通って、ゴールの台坪地区へ。
その後、近くのブドウ畑とワイナリー
を視察して疲れを癒やしました。
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長屋門の清掃イベ
ントでは、拠点と
して借り受ける準
備として、不用品
を整理・処分した

23年3月の米倉床下
地張りでは、断熱材
を敷き詰めて合板を
施工。以降の作業は
23年度に持ち越しと
なった

市民シンポジウム
の告知ポスター

や、実際に歩いてみることで見え
た様々な発見などの成果を報告し
ました。
　最後は「邑でやったっぺ長屋門
清掃」と題し、会場の古民家もん
主のご長男である郷悠司さんが発
表。長屋門清掃の報告と感謝の
言葉、そして今後の長屋門を含め
た敷地内5棟の建物全体の活用方
針、将来の抱負などを語っていた
だきました。
　休憩をはさんだパネルディスカッ
ションでは、参加者も交え活発な
意見交換がありました。古民家の
維持継承の課題や成功事例の披
露、参加者と当NPO法人のコラボ
レーションの提案、参加者同士の
つながりなどが生まれ、来年以降
の活動にヒントと具体的提案をい
ただきました。古民家を維持し続
けているある参加者から、「『この
家、屋敷は自分の物と思うな。（地
域社会からの）預かりものと思え』
と、父から伝えられた」との発言が
あり、参加者一同から賛同の声が
上がりました。
iv.【3月5日】米倉床下地張りイベ
ント
◇成果
　10月の清掃イベントで、同敷地内
にある築103年を迎える米倉を片付
けた際、補修をすれば長屋門と合
わせて地域拠点として活用できると
判断。腐って抜けた床の張り替え
に向けて、イベントを実施しました。
　年度途中での追加の活動とな
り、折からの資材高騰や工事費の
上昇も相まって十分な予算が確保
できず、今年度は床下地合板の施
工までとなりました。
◇活動内容
　束、大引き、根太の施工は建設
会社に依頼しました。我々は断熱
材となるスタイロフォームを根太に
合わせてカッターで切り取り、その

上から床下地の合板を釘で打ちつ
けていきました。施工が困難な一部
の段差とピアノ用床補強部を除き、
20坪、65m2ほどの面積の作業を終
了するまで3時間ほどを要しました。

課題と解決方策
　大きな課題となったのは、物価
高騰に伴う資材の値上がりでした。
米倉の床改修に必要な大引きや根
太、断熱材、下地合板、床仕上げ
材が軒並み値上がりし、改修工事
は年度をまたがざるを得ませんでし
た。23年度の助成をいただけない
場合、他の助成制度に申請して賄
うか、1年間床張りを待つこととな
ります。床下地の乾燥による材の
あばれなどの懸念があり、建設会
社からは早期の床仕上げを推奨さ
れております。
　また、長屋門は個人の敷地への
出入り口に当たるため、ルートマッ
プ上の表記には配慮が必要です。
長屋門の位置の表現方法を工夫す
る、配布したマップの番号管理をす

る、などの対応方法を検討中です。

今後の予定
　長屋門みちについて、さらに3
コースを取材・作成します。併せ
てマップを使った体験イベントを開
催することで、ルート内の史跡や
絶景ポイント、名物店などの知名
度向上や、来街者増による地域振
興を見込みます。つくば市民にも
知られていない、地域特有の歴史
や文化などの地域資産の再発見に
よって、地域への愛着増進、地域
貢献に向けた意識向上につなげら
れればと考えています。
　また、栗原の米倉についてはな
るべく早く床張りを完成させ、そこ
を会場として「もん主の会」を開催
したいと思っています。各もん主が
所有する長屋門の活用法について
意見を交換し、資金調達に向けた
スキームの検討を予定しています。
これらの活動について、23年度も
市民シンポジウムを開催して、広く
報告・発信する予定です。

特定非営利活動法人つくば建築研究会
2005年2月設立、同年11月法人化／メンバー数：12人／代表者：坊垣 和明（ぼうがき・
かずあき）
●〒305-0868　茨城県つくば市台町1-8-1

029-886-8039（永井 正毅） 　 029-886-8035　 info@tsukuba-arch.org
tsukuba-arch.org/

私たちは、つくば市および周辺地域の資産である伝統的景観の維持・継承を通し
て、地域の更なる景観の向上と発展・振興への寄与を目指しています。

i-iii.【11月27日】台坪・大・吉瀬コー
ス取材
　つくばセンターからコミュニティ
バスを利用して約30分の栗原バス
停からスタート。栗原地区の4棟の
長屋門と、「大

お あ い や

藍屋」と呼ばれた藍
染めの大店跡を視察。つくば市唯
一の国指定重要文化財である太塚
家住宅、長屋門を巡り、昭和中期
まで大きな市が立っていたという北
斗寺を詣でました。
　昼食後、つくば霞ヶ浦りんりん
ロードを走る自転車を見ながら、
隣接する土浦市の長屋門5棟と鹿
島神社、山の神神社、 別

わけいかづち

雷 神社
を巡り、再びつくば市内へ。大地
区の東福寺、幼稚園に改修工事中
の古民家、バラ園と4棟の長屋門
を回ってゴールの吉瀬へ。
　取材終了後は吉瀬の長屋門を
改修したギャラリーを借りて、当
NPO法人の定例会を開催しまし
た。同じ長 屋門を活用した喫 茶

「まめは」からコーヒーをテイクア
ウトして、今年度の取材活動を締
めくくりました。
ii.【10月23日】長屋門の清掃・拠
点化イベント
◇成果
　つくば市内には200カ所以上の
長屋門が現存し、伝統的景観を形
成しています。この景観を保全し
継承していくために、長屋門を清
掃し、地域の活動拠点として整備・

活用する活動を広げていきたいと
思います。今 年度は初弾として、
市内栗原にある築150年の長屋門
で実践しました。
◇活動内容
　当日は13時30分から、つくば市
栗原にある長屋門の清掃と敷地内
の草刈りを実施しました。インター
ネット上にアルバイト募集の広告を
出し、関係者含め総勢27名が参加
する大きなイベントとなりました。
　この日のために作成した「もん泊」

（ 長屋門に民泊する意味の造語、
当NPOにて商標登録済み）ロゴ入
りのつなぎを参加者に配布、おそ
ろいのユニフォームで一体感を醸
成し、大変盛り上がりました。
　長屋門片付け清掃班、草刈り
班、防腐剤塗装班、米倉片付け班、
後方支援・記録撮影班の5班に分
けて作業に着手。約4時間かけて
清掃、ゴミの仕分け、貴重品など
の保存を完了しました。
iii.【23年2月19日】第16回市民シ
ンポジウム「さくら邑でやっぺ。 
長屋門と地域景観の継承」
◇成果
　つくば市内外に対し、つくばの
豊かな景観や歴史、文化を伝え、
地域の価値を向上し振興に貢献す
ることを目的として、シンポジウム
の開催を続けています。地元ケー
ブルテレビACCSの取材が入り、当
日のみならず多くの市民に向けて

の情報発信が実現しました。
◇活動内容
　会場は、10月の清掃イベントで
お世話になった栗原の古民家の母
屋をお借りしました。参加者は37
名。3名の発表者が講演しました。
　最初の基調講演には、五十嵐
立青つくば市長をお招きしました。

「クラフトライフで創る地域のこれ
から」と題したこの講演で五十嵐市
長は、富山県南砺市での地域おこ
しの事例や、スペインのモンドラゴ
ン市、イタリアのボローニャ市での
ワーカーズコープ（協同組合）によ
る地域活性化の事例を紹介。つく
ば市で今後進めていく地域づくり
の概要を、分かりやすく説明いた
だきました。
　次に、当NPO法人の坊垣和明
理事長より、「あるいてみっぺ長屋
門みち」と題して、近年の活動を紹
介。ルートマップ作成の取り組み


